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The influence of stress-related 
growth of athletes on stress response: 
Examination of gender difference of influence in model 
with stress coping as a parameter 
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Abstract 
Th巴purpos巴ofthis study is to巴xamm巴g巴nd巴rdiff巴r巴nc巴sof influ巴nc巴ofathl巴t巴's
stress-related growth on stress coping strategy and stress response. 627 Japanese athletes 
(mal巴ニ 274，f巴mal巴ニ 353，m巴anag巴ニ 34.98，SDニ7.95)completed a set of qu巴stlOnnmres，
including a fac巴 sheet，stress-related growth scale for athletes ， stress coping scale for 
athletes ， and stress response scale for athletes. The results of structural equation 
analysis r巴veal巴dthat th巴str巴ss-relatedgrowth-stress coping-stress r巴sponsemodel 
for athletes provided a good fit for the data (GFI=.985， AGFI=.957，CFI=.989， RMSEA= 
0.044). Multiple group analysis indicated that the f巴maleathlete's optimistic coping 
(β=-.329， p = .000) and male athlete's positive thinking (β=-.156， p = .035) correlated 
with stress response. These results sug、伊st巴dthat the st四回目lat巴dgrowth -str巴ss
coping-stress response model for athletes supported the athletes' psychological stress 
proc巴s.Mor巴ov巴r，the r巴sultsindicat巴dthat flexibility is n巴C巴ssarysuch as choosing 
a new coping strategy when the circumstances do not change positively even though 
they try to solve problems positiv巴ly.1 t was also rev巴aledthat f巴maleathlet田， optimistic 
coping， and male athletes' positive thinking reduces stress response. In future research， 
巴f巴ctivemethods of psychological and educational int巴rventionshould be consid巴redto 
increase SRG 
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1.緒言
競技場面におけるスポーッ選手の過度な緊張や不安などのストレス要因が，競技パフォーマン
スの発揮を妨げたり，競技力の低下を引き起こすことがあることは良く知られている。特に，記
1 )愛知大学地域政策学部
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録の向上や高い競技レベルを要求されるスポーツ選手においては，パーンアウト，学習性無力感
といった精神的問題，競技からのドロップアウトや薬物依存，摂食障害などの行動的問題が問題
視されている(阿・竹中・松尾・堤， 1998)。このような精神的，身体的，行動的な不適応問題
の多くは，競技ストレスに対して適切な対処ができず，ストレスフルな状態が顕在化した結果で
あることが指摘されている(渋合， 2001; Smith， 1986)。
スポーッ選手が抱えるストレス要因には，競技パフォーマンスの低下，怪我，指導者など，男
女に共通する要閃がある一方で，男女それぞれに特有のものがあることがわかっている。例えば，
女性スポーツ選手が抱える心理的ストレスに，体脂肪や体重の維持・減少への努力が挙げられ，
これらのストレス要閃が摂食障害や月経障害を引き起こす危険性が示唆されている(竹中・凶・
大場， 1999)。また，女性スポーツ選手のトレーニング内容やチーム内の人間関係に関するスト
レス要因が，月経異常の)以因となることも報告されている(目崎， 2011)。さらに，月経に関す
るストレス要閃を高く認知する女性スポーツ選手は，身体的疲労感，不機嫌・怒り，抑うっといっ
たストレス反応が高くなる結果も報告されている(煙山・尼崎， 2013 b)。近年では，女性スポー
ツ選手に出現率の高い iLow巴nergyavailability (利用可能エネルギー不足)J， i運動性無月
経(視床下部性無月経)J， i骨粗露症」の 3つを FemaleAthlete Triad C以下， FAT)と呼び，
半急、な対応の必要性が指摘されている (Joy，Clark， lreland， Martire， Nattiv， &Varechok， 
1997 ; Nagel， 2003)。この重大な健康問題である FATも，継続的な激しい運動トレーニングや
日々の食事制限により摂取エネルギーの割合が低下することが関連しているだけでなく，心理的
ストレスとの関連が指摘されている (e.g.，煙山・尼崎， 2013a; Willians， &Getty， 1986)。
このように，ストレス要閃がストレス反応を増大させ，重大な健康問題を引き起こす安閃とな
ることは多く報告されている。その一方で，苦痛や困難などのストレス経験により，視野の拡大
や新たなコーピンクスキルの獲得，人的・社会的資源の開拓といったポジティフな結果を引き起
こす側面もあるという。このネガティブなストレスイベントの経験により価値観が肯定的に変容
し，自立・自律を促し，ストレス対処能力が強化されるという概念を「ストレス関連成長 (Str巴ss-
Related Growth ;以下， SRG)Jという CPark，Cohen， &Murch， 1996)0 SRGは，心的外傷
後成長 CPost-Traumatic Growth ; PTG) (Park， & Fenster， 2004)や自己成長感(奥野，
2011 ;恒野， 2008)と同等にネガティブな出来事への対処の結果として見られる肯定的な変化と
して扱われ，慢性疾患，交通事故，肉親との死別といったさまざまなストレスイベン卜における
ポジティブな変化が報告されている CLinley，& J oseph， 2004)。スポーツ選手を対象とした先
行研究では，選手が受傷後に，ケガの再発を防ぐために正しい技術を用いたり練習内存を修正す
るようになったことが報告されている CMicchi，&Crossman， 1996)。また，選手が受傷したこ
とにより，自分の人生を振り返るきっかけを持つようになったことや忍耐性が増したこと，自己
の人格的成長を実感するようになったことも報告されている(Udry，Smoll， &Ptacek， 1997)。
さらに，ストレスフルな出来事への遭遇により得られた成長感は，後続体験への予防閃として
機能することが示されており，次なるストレス体験に遭遇した際に，以前の体験を思い出してよ
り自我親和的な対処を取れることが報告されている(宅， 2004)。しかし， これまでのストレス
研究においては，ストレスのネガティブな側面に注目することが多く，また，ストレス経験によ
り自己成長感を得ることが示唆されながらも，その成長感がさらなるストレス対処方略の活用を
促進する可能性やストレス反応の軽減をもたらすことを検討した研究は多くない。
そこで，本研究では，スポーツ選手のストレス関連成長が，対処方略やストレス反応に及ぼす
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影響を検討することを目的とする。その際，ストレス要閃の内存やストレス対処方略により表出
するストレス反応が男女によって異なる可能性があることから，性差を考慮して影響性の差異を
検討する。
I. 方法
1.調査時期及び調査対象者
調査は， 2015年2月にインターネットを通じて行われた。調査対象者は，インターネット調査
会社によるモニター募集により規約に同意のうえ登録手続を行L、調査会社が承認した約230万人
の内，過去の出現率を基に378.557人にスクリーニング調査のアドレスが配信された。そして，
スクリーニング回答者でみ;調査対象者となった者(過去 1年間に， 1回以上，スポーツの試合や
大会に出場した者)897名から性年代別にランダム係数を振り， 700名分のデータを回収した。さ
らにそのうち，競技年数が 1年未満の者，練習頻度が月 2回未満の者を除外した627名(男性274
名，女性353名，平均年齢、34.98歳，SD = 7.95)を分析対象とした。
2.調査内容
1 )調査対象者の属性
性別，年齢，実胞競技種目，競技経験年数，競技レベルについて回答を求めた。
2 )スポーツ選手用ストレス関連成長尺度 (Str巴ss-RelatedGrowth Scal巴 forAthletes : 
SRGSA) (煙山・尼崎， 2016) 
SRGSAは， Iチームメイ卜理解・共感(5項目)J， Iストレスマネジメントスキル(5項
目)J， I競技に対する態度の変容(5項目)Jの3下位尺度15項目で構成される。各項目への
回答は， I全く当てはまらない(1)J， Iあまり当てはまらない(2 ) J， Iどちらともいえな
い(3 ) J， I少し当てはまる(4)J，Iとても当てはまる(5 ) J の5件法でよJとめた。
3 )スポーツ選手用ストレスコーピング尺度 (Str巴ssCoping Scale for Athletes : SCSA) 
(煙山・尼崎， 2013 b ) 
SCSAは， I問題焦点型コービング(4項目)J，I楽観的コーピング (4項目)J，I回避的コー
ピング(4項目)J， I肯定的思考(4項目)Jの4下位尺度16項目で構成される O 各項目への
回答は， I全くない(1)J， Iあまりない(2 ) J， Iどちらともいえない(3 ) J， I少しある
( 4 ) J，Iとても多くある(5 ) Jの5件法でオとめた。
4)スポーツ選手用ストレス反応尺度 (Str巴ssR巴sponseScale for Athletes : SRSA) (煙
山， 2013) 
SRSAは， I身体的疲労感(3項目)J， I無気力感(3項目)J，I不機嫌・怒り(3項目)J， 
「対人不信感(3項目)J. I抑うつ(3項目)Jの5下位尺度15項目で構成される。各項目へ
の回答は， I全くなかった(1)J， Iあまりなかった(2 ) J， Iどちらともいえない(3 ) J， 
「少しあった(4 ) J.Iとても多くあった(5 ) Jの5件法で求めた。
3.倫理的配慮
調査は無記名で実施され，個人を特定することはなかった。また，調企を実施する際には，調
査ページの最初に，研究の目的，調査・研究への協力は任意であることを明記し，それらに同意
した者のみが回答した。
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4.分析方法
スポーツ選手の SRGがストレス対処方略及びストレス反応に与える影響性を検討するために，
共分散構造分析を行った。また，性別によるモデルの構造の違いを検討するために，共分散構造
分析を用いた多母集団同時分析を行った。なお，分析には， Amos 20.0を用いた。
m.結果と考察
1. スポーツ選手の SRGー コーピングーストレス反応モデルの検討
スポーツ選手の SRG コーピング ストレス反応モデルが，性別に関わらずスポーツ選手全
般に対して成立することを検討するために，本研究の対象者全てのデータを用いて共分散構造分
析を行った。その結果，モデルの適合度指標は卜分な値が検出された (GFI=.985，AGFI=.957， 
CFIニ.989，RMSEAニ0.044) (図 1)。この結果から，本仮説モデルが，スポーツ選手の SRG，
コーピンク¥ストレス反応の関係性を説明するモデルとして有用であることが示された。
e 1 e2 e3 e4 
e5 
GFJニ 985.AGFIニ 957，
理解・共感 CF1~.989 ， RMSEA~O.044 
キキキp<.OOI.キキp<.OI.キp<.05
|文|中には右 A去、なパスのみを示す c
図1 スポーツ選手の SRG コー ピング ストレス反応モデル(標準化推定値)
この結果から， SRGを獲得することにより，ストレス対処方略の実施を促し，その結果スト
レス反応が軽減する可能性が示された。自己成長感を得た者は，次なるストレス体験に遭遇した
際に，以前の体験を思い出してより自我親不1的な対処を取れるようになることが指摘されている
(宅， 2004)。本研究の結果は，先行研究(宅， 2004)の見解を支持するものであり，ストレスを
克服して成長感を認識することにより，ストレス体験を以前よりも負担に感じることなく適切に
対処できるようになり，結果的にストレス反応の出現が抑制される可能性を示唆するものである。
一方，問題焦点型コーピングは，情報収集や助言の積極的取り入れなど，問題を解決するため
の方法を模索しようとする対処方略であり(柴田， 2011)，一般的にストレス低減に関係が深い
とされている(上里・二浦， 2002)。しかし，本研究においては，問題焦点型コーピングを用い
ることにより，ストレス反応が増大する結果が示された。この結果について，問題焦点型の対処
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は，長期的にはストレス低減効果をもつが，短期的に見ると，かえってストレスを増強させる場
合があることが報告されている (Marco，Neale， Schwarts， Shiffman， & Stone， 1999)。その
原閃として，問題解決過程において積極的に問題を解決しようとすることによる， I考え続ける
義務感」と「否定的な評価(未解決感)Jが，思考の制御困難性を高めることが挙げられている
(杉浦， 2002)。特に， I司じ対処方法に固執して，対処方略を柔軟に変化させるべきときに柔軟に
変化させられない場合，問題解決を妨げ，心配を強めることが報告されている(杉浦， 2002)。
このように，問題解決が岡難であり積極的に問題解決をしようと試みても状況が肯定的に変化せ
ず，問題解決のために考え続けなければならないような状況においては，新たな対処方略を選択
するなど、の柔軟性を持つことが重要であると考える。
2.性別による影響性の差異の検討
モデルの配置不変性を確認するために，男女による等値制約を行わずに適合性を検討した(配
置不変モデル(制約なし))。その結果，適合度指標は卜分に高い値を示した (GFl=.974，AGFI= 
.926， CFIニ.983，RMSEA=.039) (表 1)。このことから，本仮説モデルが，性別に関わらず共
通して適合が良く，配置不変が成り立つ可能性が高い。
続~ iて，各推定値に関する男女聞での差異を検討するために，推定値の差に対する検定統計量
を算出した。その結果， I楽観的コーピングJから「ストレス反応J(z=4.16， p<.OOl)，及び
「肯定的思考」から「ストレス反応J(z=2.38， p<.Ol)へのパス係数において，有意な z値が示
され，当該部分において差があることが示された。
さらに，性別による等値制約を加味しない配置不変モデル(制約なし)と異質性が疑われるパ
スに等値制約を置いたモデル(制約あり)の適合度指標の数値を確認した。その結果， I制約あ
り」のモデルの適合度指標は， GFIニ.970，AGFIニ.917，CFIニ.978，RMSEA=.044であり，慣習
的基準は概ね満たしてはいるものの， I制約なし」のモデルと比較して数値が低い結果が示され
た。また，複数聞のモデルの比較に用いられる AIC及び BCCの値は， I制約あり (AICニ331.733，
BCC=339.659) Jと比較して「制約なし (AIC=315.680，BCC=323. 765) Jが低い値を示した(表
1 )。以上のことから，スポーツ選手の SRG コービング ストレス反応モデルにおいて， I楽
観的コーピング」及び「肯定的思考」から「ストレス反応」への影響性の性差を考慮することが
妥当であると言える。
表1 多母集団同時分析における適合度指標
GFI AGFI CFI RMSEA AIC BCC 
混合モデル 0.985 0.957 0.989 0.044 
配置不変モデル
0.974 0.926 0.983 0.039 315.680 323.765 (制約なし)
等値制約モデル
0.970 0.917 0.978 0.044 31. 733 339.659 (制約あり)
具体的な「楽観的コーピング」から「ストレス反応」の推定値を確認したところ，女性が有意
であるのに対し (β ニー .329，pニ.000)，男性では有意な影響性が認められなかった (β二一 026，
p=.694)。また， I肯定的思考」から「ストレス反応」への推定値を確認したところ，男性が有意
であるのに対し (βニ .156， p=.035)，女性では有意な影響性が認められなかった (βニ .085， 
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Pニ.183)。
「楽観的コーピング」とは，ネガティブな状況においても， Iうまくいかないこともある」と
気にし過ぎず，成り行きに任せる対処方略である。本研究の結果から，女性スポーツ選手の場合，
ストレス状況を過度に深刻に受け止め過ぎず，楽観的に捉えることにより，疲労感や無気力感な
どのストレス反応が低減する可能性が示唆された。楽観性の高い人は，ポジティブな結果を期待
するためにポジティブな感情を生じやすく， このポジティフγ£感情が適応や精神的健康に結び、つ
くという見解が示されている (Scheier&Carv巴r，1992)。また，防犯行動に関する研究における
所見ではあるものの，女性では，物事をポジティブに考えるほど，他者からの援助を期待し実際
に他者との協力に基づいた対策を多く行うことが考察されている(荒井・吉田， 2010)。以上の
ことから，楽観的コーピングを用いることにより，結果を肯定的に促えるだけでなく，相談する
ことによるソーシャルサポートの獲得によりストレス反応の低減が期待できると考える。さらに，
男女共通の SRG コーピング ストレス反応モデルの影響性を見ると，楽観的コービングには，
SRGのチームメイ卜理解・共感とストレスマネジメントスキルが影響していることが示されて
いる。このことから，女性アスリートの楽観性コーピンクの活用を高めるために，ストレス状況
において，チームメイ卜との関係性の再認識や相互理解を促したり，ストレス問題への対処方法
の開拓を促すことが有効であると考える。
一方，男性スポーツ選手の場合は， I肯定的解釈」がストレス反応を軽減する結果が認められ
た。「肯定的解釈」は，ネガティフな経験を I~、ぃ経験となったJ ， I辛い経験も勉強のうちだ」
と促える対処方略である。本研究の結果から，男性スポーツ選手の場合，ストレス状況を成長や
学びのきっかけであると肯定的に受け止めることにより，ストレス反応が低減する可能性が示唆
された。ストレス要因を肯定的に解釈することがストレス反応の低減に有効であることは明らか
になっている(鎌田， 2006)。また，感情研究においては，ポジティブ感情は，女性よりも男性
が有意に高いことが報告されている (Yamazaki，Katsuma， &Sakai， 2006)。このことから，
スポーツ選手においても，男性の方が女性よりポジティブ感情が高いことにより，ストレス反応
を肯定的に受け止めることが可能となり，ストレス反応の低減効果を得る可能性が高いと考える O
本研究では，ストレス経験を経て得られた成長感が，その後のストレス対処方略に影響をうえ，
ストレス反応を軽減する可能性が示唆された。この結果を受け，今後，男女の特徴を踏まえたよ
り有効なストレスマネジメン卜教育が可能となると考える。しかしながら， SRGを得るための
方法やその過程については，本研究では明らかにしておらず，考察に限界がある。そのため，ス
ポーツ選手の特徴や性差を考慮しながら，選手がストレス経験をどのように成長感に変えていく
のか， SRGを得る過程や方法を詳細に検討する必要があると考える。
付記
本研究は，平成25-26年度科学研究費補助金(若手研J先 (B)，課題番号25750310)の研究助
成を受けて行われました。
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